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  2� ●町営バスの路線を変更

  4 � ●棚橋保育所耐震改築完成

  5� ●各種ワクチン接種費用助成事業

  � ●度会町臨時職員を募集

  6� ●第１回度会町議会定例会  

 10 � ●水道料金の改定                  �

�11� ●介護保険料の改定

C
on

te
nt

s   12 � ●国民健康保険税の改正 

 13� ●ご寄附ありがとうございました�

 14� ●電気柵資材の購入補助

� ●春の全国交通安全運動

� ●犬および猫の不妊手術助成拡充

� ●BOOK 図書室だより

�15� ●職員の人事異動

  � ●広報文芸

 16� ●南伊勢高校 度会校舎通信

 17� ●  Close Up わたらい

 20� ●お知らせ

広報わたらいはホームページでも
ご覧いただけます。
http://www.town.watarai.mie.jp
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広報わたらい（2012 年 4月号） 2

町営バスは、町役場をは
じめ、病院やスーパー、
宮リバー度会パーク周辺
などを巡回します。ぜひ
ご利用ください。

町内を巡る町営バス

町
で
は
、４
月
１
日
か
ら
町
営
バ
ス
の
路
線（
運
行
ル
ー
ト
）を

見
直
し
、利
便
性
の
向
上
と
更
な
る
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

町
営
バ
ス
の
路
線
を
変
更

▼
町
営
バ
ス
運
行
ま
で
の
経
緯
▲

　
町
の
公
共
交
通
は
路
線
バ
ス
が

担
い
、
中
川
線
（
宮
川
沿
線
）
と

南
島
線
（
一
之
瀬
川
沿
線
）
が
主

要
県
道
と
同
様
に
幹
線
と
な
り
、

伊
勢
市
と
連
絡
し
て
い
ま
す
が
、

南
島
線
か
ら
町
中
心
部
へ
の
連

絡
・
連
結
が
従
来
か
ら
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、「
町
長
と
語
ろ
う
ふ

れ
あ
い
ト
ー
ク
」
で
の
ご
意
見
や

バ
ス
利
用
者
意
向
調
査
の
結
果
を

基
に
、
地
域
公
共
交
通
会
議
で
検

討
を
重
ね
、
平
成
23
年
４
月
１
日

か
ら
、
川
口
と
棚
橋
（
度
会
町
役

場
）
を
結
ぶ
「
度
会
町
営
バ
ス
」

の
運
行
を
、
２
年
間
の
試
行
運
行

と
し
て
開
始
し
ま
し
た
。

▼
町
営
バ
ス
の
路
線
を
変
更
▲

　
町
で
は
、
町
営
バ
ス
の
利
便
性

の
向
上
と
更
な
る
利
用
の
促
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
年
目
の

試
行
運
行
と
し
て
、
４
月
１
日
か

ら
路
線
（
運
行
ル
ー
ト
）
を
変
更

し
、
交
通
空
白
区
間
で
あ
っ
た

町営バス時刻表 ( ▲上り )

出発場所 出発・停車時刻
午前 午後

三重交通連絡 8：52 11：43 13：33 15：19
川口 8：53 11：44 13：34 15：20
内城田大橋 8：55 11：46 13：36 15：22
中央公民館前 8：56 11：47 13：37 15：23
バザールわたらい前 8：57 11：48 13：38 15：24
大泉寺前 8：59 11：50 13：40 15：26
大野木東 9：02 11：53 13：43 15：29
大野木 9：04 11：55 13：45 15：31
南伊勢高校度会校舎前 9：05 11：56 13：46 15：32
度会特別支援学校前 9：06 11：57 13：47 15：33
コミュニティセンター 9：07 11：58 13：48 15：34
度会町役場前 9：08 11：59 13：49 15：35
■�三重交通バスと連絡しています。川口バス停到着時刻を
逆算してご利用ください。

名　　　称　度会町営バス� 運送の種別　市町村運営有償運送

試 行 運 行　平成25年 3月31日まで

運　行　日　毎週月・水・金曜日※祝日、年末年始の役場閉庁日は運休

路線または運送の区域　度会町役場前から県道伊勢大宮線、県道玉城南
勢線、町道大野木棚橋線をルートに川口を結ぶ路線

使 用 車 両　町公用車（ワンボックス）���運　　　賃　一律100円

旅客の範囲　バスの利用を求める方 

バス停名称　�度会町役場前・コミュニティセンター・度会特別支援学校前・
南伊勢高校度会校舎前・大野木・大野木東・大泉寺前・バザー
ルわたらい前・中央公民館前・内城田大橋・川口

※路線変更により、棚橋南のバス停は廃止し、中央公民館前のバス停は移設しました。

度会町営バスの概要

地
域
の
足
を
守
る�

地
域
公
共
交
通
の
充
実
へ�

●
問
合
先　
役
場
総
務
課  

☎
６
２

−

１
１
１
１
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3 広報わたらい（2012 年 4月号）

  8：30　三交バス(中村)に乗車
　↓� �22分（運賃560円）
  8：52　川口バス停で下車
　↓� ��１分（乗り換え）
  8：53　町営バス(上り)に乗車
　↓� �12分（運賃100円）
  9:05　 南伊勢高校度会校舎前で

下車
～病院で診察・スーパーで買物～
11：37　�三交バス(度会特別支援

学校前)に乗車
　↓� ��31分（運賃610円）
12：08　中村バス停で下車

11：21　三交バス(中村)に乗車
　↓� �22分（運賃560円）
11：43　川口バス停で下車
　↓� ����１分（乗り換え）
11：44　町営バス(上り)に乗車
　↓� ���4分（運賃100円）
11：48　バザールわたらい前で下車

～食事・公園を散策～
15：03　町営バス(下り)に乗車
　↓� ���4分（運賃100円）
15：07　川口バス停で下車
　↓� ���1分（乗り換え）
15：08　三交バス(川口)に乗車
　↓� �22分（運賃560円）
15：30　中村バス停で下車

地域の足を守る 地域公共交通の充実へ　町営バスの路線を変更

川
口
棚
橋
間
だ
け
で
な
く
、
宮
リ

バ
ー
度
会
パ
ー
ク
沿
い
の
町
道
大

野
木
棚
橋
線
を
補
う
と
と
も
に
、

町
中
心
部
の
主
要
箇
所
を
巡
回
す

る
バ
ス
へ
と
移
行
し
ま
す
。

　
こ
の
路
線
変
更
に
よ
り
、
バ
ス

停
を
一
部
廃
止
（
棚
橋
南
）・
変

更
（
中
央
公
民
館
前
）
し
、
６
カ

所
を
新
設
、
合
計
11
カ
所
と
し
ま

し
た
。
運
行
は
従
来
ど
お
り
、
毎

週
月
・
水
・
金
曜
日
（
祝
日
、
年

末
年
始
の
役
場
閉
庁
日
は
除
く
）

と
し
、
１
日
７
便
（
上
り
４
便
・

下
り
３
便
）
と
し
ま
す
。
ま
た
、

料
金
も
一
律
１
０
０
円
と
据
え
置

き
ま
し
た
。

町営バス時刻表 ( ▼下り )

出発場所 出発・停車時刻
午前 午後

度会町役場前 9：42 13：15 14：52
コミュニティセンター 9：43 13：16 14：53
度会特別支援学校前 9：44 13：17 14：54
南伊勢高校度会校舎前 9：45 13：18 14：55
大野木 9：46 13：19 14：56
大野木東 9：48 13：21 14：58
大泉寺前 9：51 13：24 15：01
バザールわたらい前 9：53 13：26 15：03
中央公民館前 9：54 13：27 15：04
内城田大橋 9：55 13：28 15：05
川口 9：57 13：30 15：07

三重交通連絡 9：58 伊勢市方面 13：33 15：08中村方面 13：38

三交バス時刻表 ( ▼下り )

出発場所 出発・停車時刻
午前 午後

発�伊勢市駅前 11：15 16：45
大野木 11：35 17：05
南伊勢高校度会校舎前 11：36 17：06
度会特別支援学校前 11：37 17：07
コミュニティセンター 11：37 17：07
度会町役場前 11：40 17：15
棚橋南 11：42 17：17
着�中村 12：08 17：43

三交バス時刻表 ( ▲上り )

出発場所 出発・停車時刻
午前 午後

発�中村 7：00 12：16
棚橋南 7：26 12：42
度会町役場前 経由なし 12：45
コミュニティセンター 経由なし 12：47
度会特別支援学校前 7：27 12：47
南伊勢高校度会校舎前 7：28 12：48
大野木 7：29 12：49
着�伊勢市駅前 7：50 13：10

南中村～病院・買物

南中村～宮リバー度会パーク

■町営バス活用事例❶

■町営バス活用事例❷

※�町営バスと連携・活用できる三重交通バスの時刻表の一部を抜粋して掲載しています。
※�度会町役場前 (17:15) は乗り換えが必要です。
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4広報わたらい（2012 年 4月号）

保育室
（6 室）

園　舎
（東側）

　
棚
橋
保
育
所
の
耐
震
改
築
が
完

成
し
、
３
月
19
日
か
ら
新
園
舎
で

は
、
園
児
ら
が
笑
顔
で
元
気
に
生

活
を
始
め
ま
し
た
。

　
同
保
育
所
は
、
昭
和
54
年
に
竣

工
し
、
平
成
12
年
に
増
築
を
し
て

い
ま
す
が
、
54
年
竣
工
部
分
に
つ

い
て
は
老
朽
化
し
、
耐
震
性
の
向

上
を
図
る
た
め
、
園
児
ら
の
安
心

安
全
を
最
優
先
に
考
え
改
築
を
行

い
ま
し
た
。

　

改
築
工
事
で
は
、平
成
22
年
度

に
実
施
設
計
、仮
設
園
舎
を
設
置
。

23
年
度
に
は
既
設
部
分
６
９
５
㎡

を
取
り
壊
し
、
新
た
に
鉄
骨
造
平

屋
建
て
で
、
給
食
室
・
保
育
室
６

室
・
園
児
用
便
所
３
室
な
ど
、
約

８
２
８
㎡
を
増
築
し
ま
し
た
。
ま

た
、
給
食
室
は
園
舎
の
東
端
か
ら

中
央
へ
配
置
す
る
な
ど
、
利
便
性

や
機
能
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。
総
事
業
費
は
２
億
３
，
３
７

２
万
円
で
園
舎
建
築
費
は
１
億

８
，
２
６
７
万
円
で
し
た
。

　
園
児
ら
が
、
新
し
く
な
っ
た
園

舎
で
伸
び
伸
び
と
健
や
か
に
成
長

す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

棚
橋
保
育
所

　

耐
震
改
築
完
成

園児用便所
（3 室）

足洗場

給食室

廊　下

か
わ
い
い
鳥
の
顔
に
見
え
ま
す
。

園
舎
を
東
側
か
ら
眺
め
る
と
、

位　　置　度会町棚橋 248番地の 2

敷地面積　6,920㎡

構　　造　鉄骨造�平屋建（既設・改築部分）

延床面積　1,970㎡（うち改築分 828㎡）

総事業費　2億3,372万円（うち建築費1億8,267万円）

設計監理　一級建築士事務所�西井設計（株）

施　　工　吉川建設（株）

※平成24年度には、園庭整備工事を予定しています。
※この事業には国の「電源立地地域対策交付金」を活用しています。

棚橋保育所耐震改築事業の概要



　

肺
炎
球
菌
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ｂ
菌
（
ヒ
ブ
）
に
よ
る
子
ど
も
の

髄
膜
炎
な
ど
を
予
防
し
、
お
子
さ

ん
の
健
や
か
な
育
ち
を
支
援
す
る

た
め
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を
助

成
し
ま
す
。

●
対
象
者

　
接
種
日
に
お
い
て
、
町
内
に
住

　
所
を
有
す
る
生
後
2
カ
月
か
ら

　
5
歳
未
満
の
乳
幼
児

●
実
施
期
間

　

�

平
成
24
年
4
月
1
日
（
日
）
～

平
成
25
年
3
月
31
日
（
日
）

●
接
種
費
用

　
無
料

●
実
施
場
所

　
予
防
接
種
実
施
医
療
機
関

●
医
療
機
関
に
持
参
す
る
も
の

　
保
険
証
・
母
子
健
康
手
帳

　
子
宮
頸
が
ん
は
、
若
い
女
性
が

発
症
す
る
が
ん
の
中
で
第
1
位
と

な
っ
て
お
り
、
進
行
す
る
と
妊
娠

し
に
く
く
な
り
ま
す
。
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
は
、
10
代
で
の
接
種

が
最
も
効
果
的
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
対
象
者

　

�

接
種
日
に
お
い
て
、
町
内
に
住

所
を
有
す
る
中
学
1
年
生
か
ら

高
校
1
年
生
相
当
の
女
子
で
、

平
成
25
年
3
月
31
日
（
日
）
ま

で
に
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け

た
方

※�

た
だ
し
、
高
校
2
年
生
相
当
の

女
子
で
、
平
成
24
年
3
月
31
日

ま
で
に
1
回
目
の
接
種
を
受
け

た
方
に
限
り
、
2
・
3
回
目
の

接
種
も
助
成
対
象
と
し
ま
す
。

●
実
施
期
間

　

�

平
成
24
年
4
月
1
日
（
日
）
～

平
成
25
年
3
月
31
日
（
日
）

●
接
種
費
用

　
無
料

※
1
人
に
つ
き
3
回
ま
で

※�

平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
に
3

回
の
接
種
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。

●
実
施
場
所

　
予
防
接
種
実
施
医
療
機
関

●
医
療
機
関
に
持
参
す
る
も
の

　
保
険
証
・
母
子
健
康
手
帳

　

高
齢
者
な
ど
の
肺
炎
の
発
病

な
ら
び
に
重
症
化
を
予
防
す
る
た

め
、肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
の一部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者

　
接
種
日
に
お
い
て
、
町
内
に
住

　
所
を
有
し
、
そ
の
接
種
が
健
康

　
保
険
適
用
外
で
、
次
の
い
ず
れ

　
か
に
該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
方

②�

64
歳
以
下
で
慢
性
心
疾
患
・
慢

性
腎
不
全
・
糖
尿
病
・
脾
臓
摘

出
・
肝
臓
病
な
ど
の
た
め
、
医

師
が
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
た
方

●
助
成
金
額

　
３
，
０
０
０
円

※
助
成
は
生
涯
1
回
の
み

●
申
請
期
間

　

�

接
種
日
か
ら
そ
の
年
度
の
末
日

ま
で

※�

申
請
方
法
や
必
要
書
類
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

・
注
意
事
項

　
小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、
イ

　
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ｂ
菌
（
ヒ
ブ
）

　
ワ
ク
チ
ン
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

　
チ
ン
、
高
齢
者
な
ど
の
肺
炎
球

　
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
い
ず
れ
も
任

　
意
の
予
防
接
種
で
す
。
接
種
を

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
防
効
果

　
や
副
作
用
な
ど
を
十
分
ご
理
解

　
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
子
さ
ん

　
に
ア
レ
ル
ギ
ー
・
慢
性
疾
患
な

　
ど
が
あ
る
場
合
は
、
主
治
医
と

　
ご
相
談
の
上
、
接
種
の
判
断
を

　
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

各
種
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用 

    
助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
・
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ｂ
菌
（
ヒ
ブ
）
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
助
成
事
業

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

助
成
事
業

高
齢
者
な
ど
の
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
事
業

問
合
先

　
役
場
福
祉
保
健
課

　
☎
６
２

−

１
１
１
２
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●
任
用
職
種　
保
育
士

●
任
用
予
定
人
員　
２
人

●
勤
務
場
所　
町
立
保
育
所

● 

任
用
期
間　
平
成
24
年
６
月
１

日
～
平
成
25
年
３
月
31
日

● 

勤
務
時
間
・
日
数　
午
前
７
時

か
ら
午
後
７
時
ま
で
の
間
の
１

日
６
時
間
で
週
５
日
程
度

●
申
込
資
格

・
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

・�

日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務

員
法
第
16
条（
欠
格
事
項
）に
該

当
し
な
い
方

●
申
込
期
限　
４
月
23
日（
月
）

● 

申
込
受
付　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時（
土・日
曜
、祝
日
を

除
く
）

● 

申
込
方
法　
自
筆
履
歴
書
お
よ

び
臨
時
職
員
任
用
申
込
書（
試

験
日
前
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し

た
写
真
を
貼
付
）を
役
場
福
祉

保
健
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
選
考
方
法　
書
類
選
考
・
面
接

● 

賃
金
な
ど　
度
会
町
臨
時
職
員

等
の
任
用
に
関
す
る

　
要
綱
に
よ
り
支
給

※�

詳
し
く
は
、お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先

　
役
場
福
祉
保
健
課

　
☎
６
２

−

２
４
１
３

度
会
町
臨
時
職
員
を
募
集
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町
長
所
信
表
明
お
よ
び

　
　

 　
　
　
予
算
編
成
方
針

　
昨
年
の
第
1
回
定
例
会
は
、
3

月
10
日
か
ら
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

思
え
ば
、
昨
年
3
月
11
日
、
開
会

の
2
日
目
で
し
た
が
、
想
定
外
の

大
き
な
地
震
と
津
波
、
そ
れ
に
伴

う
原
発
事
故
が
重
な
り
、
そ
の
被

害
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た

と
き
に
は
目
の
前
が
真
っ
暗
に
な

り
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た

こ
と
を
我
々
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
あ

と
3
日
で
丸
1
年
を
迎
え
ま
す
。

　
本
年
は
、
東
日
本
大
震
災
や
紀

伊
半
島
大
水
害
の
よ
う
な
、
大
き

な
災
害
が
二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ

う
皆
さ
ま
方
と
共
に
願
う
と
と
も

に
、
開
会
に
あ
た
り
東
日
本
大
震

災
、
紀
伊
半
島
大
水
害
で
犠
牲
と

な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
ご
冥
福

を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
1
日
も
早
く
被
災
地
が

復
興
し
、
被
災
者
の
方
々
が
元
気

を
取
り
戻
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
は
、
町
長
と
し
て

2
期
目
の
町
政
運
営
を
行
っ
て
い

く
上
で
、
2
年
目
の
重
要
な
年
で

あ
る
と
自
覚
し
て
い
ま
す
。

　
第
6
次
度
会
町
総
合
計
画
に
掲

げ
る
「
ふ
る
さ
と
を
生
か
し
、
清

流
と
緑
と
笑
顔
が
か
が
や
く
度
会

町
」
を
め
ざ
す
将
来
像
と
し
、
こ

の
将
来
像
を
着
実
に
具
現
化
す
る

よ
う
〝
兎
の
気
概
と
亀
の
心
境
〟

で
、
身
の
丈
相
応
の
町
づ
く
り
に

一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
く
決
意
で

お
り
ま
す
の
で
、
議
会
議
員
の
皆

さ
ま
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
政
府
は
、
昨
年
12
月
に
閣
議
決

定
し
た
平
成
24
年
度
予
算
の
基
本

方
針
の
中
で
、
わ
が
国
は
、
少
子

高
齢
化
や
産
業
構
造
転
換
の
遅
れ

な
ど
に
よ
る
経
済
の
危
機
と
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
危
機
の
2
つ
の

危
機
に
直
面
し
て
い
る
と
し
、
日

本
再
生
に
向
け
、「
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
」「
経
済
分
野
の

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
開
拓
」「
分
厚

い
中
間
層
の
復
活
」「
農
林
漁
業

の
再
生
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境

政
策
の
再
設
計
」
の
5
つ
の
重
点

分
野
を
中
心
に
、
日
本
再
生
に
全

力
で
取
り
組
み
、
併
せ
て
地
域
主

権
改
革
を
確
実
に
推
進
す
る
と
と

も
に
、
既
存
予
算
の
不
断
の
見
直

し
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
経
済
成
長
と
財
政
健
全

化
を
同
時
達
成
さ
せ
る
た
め
に
新

成
長
戦
略
を
進
め
、
併
せ
て
社
会

保
障
と
税
の
一
体
改
革
を
行
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
お
い
て

私
た
ち
地
方
で
は
、
特
に
子
ど

も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
の
創
設

や
市
町
村
国
保
の
財
政
基
盤
の
強

化
な
ど
に
、
ま
た
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
使
途

の
明
確
化
や
国
と
地
方
の
配
分
に

つ
い
て
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　
地
方
財
政
に
関
し
て
、
平
成
24

年
度
地
方
財
政
計
画
で
は
、
従
来

ま
で
と
同
様
の
通
常
収
支
分
と
東

日
本
大
震
災
分
と
を
区
分
し
て
示

さ
れ
、
地
方
交
付
税
は
地
域
主
権

改
革
に
沿
っ
た
財
源
の
充
実
を
図

る
と
し
て
、
前
年
度
比
0
・
5
％

増
の
総
額
17
兆
5
千
億
円
を
確
保

さ
れ
ま
し
た
が
、
地
方
税
収
入
や

地
方
交
付
税
の
原
資
と
な
る
国
税

収
入
が
緩
や
か
に
回
復
す
る
一
方

で
、
社
会
保
障
費
の
自
然
増
や
公

債
費
の
増
加
に
よ
り
財
源
不
足
は

平
成
8
年
以
降
変
わ
ら
ず
、
根
幹

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

創
意
と
工
夫
の
町
づ
く
り

平
成
24
年
度
重
点
施
策

　
さ
て
、
町
の
行
政
課
題
と
し
ま

し
て
は
、
東
日
本
大
震
災
や
紀
伊

半
島
大
水
害
に
端
を
発
し
た
防
災

対
策
の
推
進
、
人
口
が
減
少
に
転

じ
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に

対
す
る
福
祉
医
療
制
度
の
見
直

し
、
地
場
産
業
と
し
て
の
農
林
業

の
振
興
、
さ
ら
に
内
に
あ
っ
て
は

行
財
政
改
革
の
さ
ら
な
る
取
り
組

み
な
ど
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
24
年
度

に
は
、
過
去
2
回
の
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク
を
少
し
工
夫
し
、
6
月
を

ス
タ
ー
ト
に
将
来
の
度
会
町
を
考

え
る
意
見
交
換
の
場
と
し
て
、

「
年
代
別
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
を

実
施
し
、
各
世
代
の
ご
意
見
・
お

考
え
を
町
政
に
反
映
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
環
境

整
備
の
促
進
と
し
て
町
道
の
改
良

や
側
溝
の
整
備
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

創意と工夫の
町づくり

～清流と緑と笑顔が輝く町をめざして～

　平成24年第1回度会町議会定例会が、去る3月
8日から15日の8日間で開催され、平成24年度
当初予算案や平成23年度補正予算案、条例改正
案などについて審議し、原案どおり可決・承認
されました。

３月定例会で
所信表明する
中村町長
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で
あ
る
簡
易
水
道
の
統
合
整
備
事

業
を
集
中
的
に
進
め
、
町
営
バ
ス

の
川
口
・
棚
橋
間
ピ
ス
ト
ン
運
行

を
大
野
木
サ
ニ
ー
ロ
ー
ド
経
由
に

見
直
し
て
2
年
目
の
試
行
運
行
を

行
い
、
交
通
弱
者
へ
の
対
策
と
し

ま
す
。
ま
た
、
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
わ
た
ら
い
緑

清
苑
内
に
20
床
の
入
所
サ
ー
ビ
ス

を
併
設
し
て
、
老
人
介
護
施
設
へ

の
入
所
待
機
者
対
策
と
し
、
防
災

対
策
で
は
、
自
助
・
共
助
・
公
助

の
連
携
を
一
層
深
め
る
た
め
、
要

援
護
者
見
守
り
支
援
体
制
の
充
実

や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
の
推

進
、
備
蓄
品
の
計
画
的
配
備
、
防

災
メ
ー
ル
の
配
信
、
防
災
行
政
無

線
の
デ
ジ
タ
ル
化
計
画
の
樹
立
な

ど
、
切
れ
目
の
な
い
対
策
を
講

じ
て
ま
い
り
ま
す
。
町
の
魅
力

発
信
で
は
、
農
林
業
の
振
興
と

宮
川
・
一
之
瀬
川
流
域
の
豊
か

な
資
源
を
生
か
し
、
少
し
ず
つ
で

も
町
の
魅
力
を
高
め
、
町
の
活
性

化
に
向
け
、
地
域
資
源
を
保
存
活

用
し
た
日
帰
り
観
光
に
つ
な
げ
て

い
く
た
め
、
度
会
語
り
部
に
よ
る

歴
史
散
策
ツ
ア
ー
を
春
・
秋
の
2

回
実
施
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー
ク
利
用
客
の

動
向
を
調
査
し
、
公
園
の
集
客
力

と
収
益
力
を
高
め
て
い
く
施
策
や

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
、
多
方
面
へ
の
情
報
発
信
、
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
チ
ャ

オ
・
チ
ャ
コ
の
2
代
目
の
制
作
な

ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
の
2
カ
所
で
民
間

事
業
者
に
よ
り
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
風
力
発
電
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
環
境
の
保
全
と
開
発
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
を
図
る
国
・
県
の
推
進
方

針
の
下
、
町
の
活
性
化
の
た
め
民

間
事
業
者
と
共
に
進
め
る
「
共
進

す
る
方
向
」
で
、
町
と
し
て
正
確

な
情
報
の
発
信
に
努
め
な
が
ら
、

地
域
の
皆
さ
ま
の
「
活
性
化
と
リ

ス
ク
」
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
十

分
に
尊
重
し
て
慎
重
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
財
源
、
予
算
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
か

ら
の
要
望
に
で
き
る
限
り
お
応
え

で
き
る
よ
う
「
創
意
と
工
夫
の
町

づ
く
り
」「
よ
り
住
み
よ
い
心
豊

か
な
町
づ
く
り
」「
企
画
力
に
富

ん
だ
活
力
あ
る
町
づ
く
り
」
に
引

き
続
き
取
り
組
み
、
就
任
以
来
一

貫
し
て
「
わ
か
り
や
す
い
政
治
」

を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
当
初
予
算

●
一
般
会
計

��　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
，

３
２
６
，８
７
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
主
な
内
容
■

総
務
関
係

・
旧
一
之
瀬
小
学
校
屋
外
ト
イ
レ
改
築

・
宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー
ク
利
用
状

　
況
調
査

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新

・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
設
置
補
助
金

・
町
営
バ
ス
運
行

・
戸
籍
シ
ス
テ
ム
改
修

民
生
関
係

・
児
童
手
当
給
付

衛
生
関
係

・
予
防
接
種
助
成
、
各
種
検
診

・
合
併
処
理
浄
化
槽
補
助
金

農
林
水
産
業
関
係

・
遊
休
農
地
等
荒
廃
防
止
対
策
事

　
業
補
助
金

・
県
営
ふ
る
さ
と
農
道
整
備
事
業

　
負
担
金

・
県
営
鮠
川
大
橋
耐
震
事
業
負
担
金

・
鳥
獣
害
被
害
防
止
対
策
協
議
会

　
補
助
金

・
林
道
新
藤
越
線
道
路
舗
装

商
工
関
係

・
有
害
捕
獲
野
生
獣
有
効
活
用
支
援

・
ゆ
る
キ
ャ
ラ
製
作

土
木
関
係

・
地
籍
調
査
事
業

・
町
道
川
南
線
、
大
久
保
国
束
線

　
ほ
か
道
路
改
良

・
町
管
理
河
川
改
修

消
防
関
係

・
広
域
消
防
負
担
金

・
防
災
用
備
蓄
品
購
入

・
町
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化

　
計
画
策
定

・�

県
衛
星
系
防
災
行
政
無
線
更
新

負
担
金

教
育
関
係

・
小
中
学
校
校
舎
等
改
修

●
特
別
会
計

◎ 

平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険
特  

別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
８
７

２
，
１
０
０
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎ 

平
成
24
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
８
１

７
，
６
２
０
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎ 

平
成
24
年
度
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
，

１
９
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎ 

平
成
24
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
７
５

５
，
６
４
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎ 
平
成
24
年
度
郡
指
導
主
事
共
同

設
置
事
業
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２
２
，

２
０
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎ 

平
成
24
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
４

９
，
２
３
０
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
そ
の
他
可
決
さ
れ
た
議
案

◎ 

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）

　
１
２
，４
６
６
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
３
，
９
３
０
，
７
７
４
千
円
と

し
ま
し
た
。

◎ 

平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
４
２
，１
０
０
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
８
９
０
，
５
０
０
千
円
と
し
ま

し
た
。

◎ 

平
成
23
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
６
５
，５
８
９
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
４
６
４
，
５
８
３
千
円
と
し
ま

し
た
。

◎ 

平
成
23
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
９
７
３
千
円
を
減
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
７

５
５
，９
８
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎ 

平
成
23
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

２
４
３
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１

４
６
，３
４
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

平成24年　第１回度会町議会定例会
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◎ 

度
会
町
区
事
務
費
補
助
に
関
す

る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

　
町
行
財
政
事
情
を
勘
案
し
、
区

事
務
費
補
助
金
額
の
上
限
額
を
引

き
下
げ
ま
し
た
。

◎ 

度
会
町
条
例
の
用
字
、用
語
等
の

整
備
に
関
す
る
特
別
措
置
条
例

　
町
条
例
中
の
用
字
、
用
語
な
ど

で
整
理
、
統
一
、
そ
の
他
の
整
備

を
必
要
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
、
効
力
な
ど
に
影
響
を

及
ば
さ
な
い
範
囲
で
条
文
を
整
備

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

◎ 

度
会
町
条
例
の
用
字
、
用
語
等

の
整
備
に
関
す
る
特
別
措
置
条

例
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例

　
町
条
例
中
の
用
字
、
用
語
な
ど

で
整
理
、
統
一
、
そ
の
他
の
整
備

を
必
要
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
、
効
力
等
に
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
の
改
正
お
よ
び
廃
止
を

し
ま
し
た
。

◎ 

度
会
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明

に
関
す
る
条
例
及
び
度
会
町
手

数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
外
国
人
住
民
が
同
法
の

適
用
対
象
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
関
連
す
る
条
例
を
整
備
し

ま
し
た
。

◎ 

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の

職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関

す
る
条
例
及
び
度
会
町
消
防
団

員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
関
連
す
る
条
例
を
整

備
し
ま
し
た
。

◎ 

度
会
町
職
員
給
与
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
人
事
院
の
国
家
公
務
員
の
給
与

に
関
す
る
勧
告
を
準
用
し
、
給
与

構
造
改
革
に
お
け
る
経
過
措
置
額

を
段
階
的
に
廃
止
す
る
よ
う
条
文

を
整
備
し
ま
し
た
。

◎ 
度
会
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

町
た
ば
こ
税
の
税
率
お
よ
び
個
人

住
民
税
の
雑
損
控
除
に
係
る
改
正

や
均
等
割
の
税
率
の
特
例
に
つ
い

て
定
め
ま
し
た
。

◎ 

度
会
町
国
民
健
康
保
険
保
険
給

付
費
等
支
払
資
金
運
用
基
金
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
医
療
費
の
増
嵩
に
対
処
し
、
円

滑
か
つ
効
果
的
な
保
険
給
付
事
務

を
行
う
た
め
、
運
用
基
金
の
充
実

を
図
り
ま
し
た
。

◎ 

度
会
町
高
額
医
療
費
貸
付
基
金

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
高
額
療
養
費
支
給
制
度
の
改
正

に
伴
い
、事
前
申
請
に
よ
り
入
院

や
外
来
診
療
な
ど
の
窓
口
支
払
い

が
一
定
限
度
額
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、貸
付
基
金
を
減
額
し
ま
し
た
。

◎ 

度
会
町
保
育
所
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
が
、

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
に
題
名
な
ど
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
条
文
を
整

備
し
ま
し
た
。

◎ 

度
会
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
第
５
期
度
会
町
介
護
保
険
事
業

計
画
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
料
等

を
改
定
し
ま
し
た
。

◎ 

度
会
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
関
す

る
条
例

　
地
域
主
権
改
革
の
推
進
に
関
連

す
る
法
律
な
ど
が
公
布
さ
れ
、
指

定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
基
準

に
つ
い
て
条
例
に
委
任
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
新
た
に
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。

◎ 

度
会
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指

定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

す
る
基
準
に
関
す
る
条
例

　
地
域
主
権
改
革
の
推
進
に
関
連

す
る
法
律
な
ど
が
公
布
さ
れ
、
指

定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
の
基
準
に
つ
い
て
条
例
に
委
任

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。

◎ 

度
会
町
町
営
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
公
営
住
宅
法
施
行
令
が
改
正
さ

れ
、現
行
の
同
居
要
件
を
維
持
し
、

老
人
、
障
が
い
者
な
ど
の
居
住
の

確
保
を
図
る
観
点
か
ら
例
外
規
定

を
定
め
ま
し
た
。

◎ 

度
会
町
簡
易
水
道
事
業
給
水

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
簡
易
水
道
統
合
整
備
事
業
の
実

施
に
伴
う
経
費
の
増
加
に
対
処
す

る
た
め
、
水
道
料
金
の
一
部
を
改

定
し
ま
し
た
。

◎ 

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　

財
政
上
の
特
別
措
置
を
受
け

て
、
辺
地
に
お
け
る
公
共
的
施
設

の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
当
該

辺
地
の
総
合
整
備
計
画
を
変
更
し

ま
し
た
。

◎ 

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
に
つ
い
て

　

財
政
上
の
特
別
措
置
を
受
け

て
、
辺
地
に
お
け
る
公
共
的
施
設

の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
当
該

辺
地
の
総
合
整
備
計
画
を
定
め
ま

し
た
。

◎ 

三
重
県
自
治
会
館
組
合
の
共
同

処
理
す
る
事
務
の
変
更
及
び
三

重
県
自
治
会
館
組
合
規
約
の
変

更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

　
三
重
県
自
治
会
館
組
合
の
名
称

の
変
更
、
共
同
処
理
す
る
事
務
の

変
更
、
組
合
議
会
の
組
織
に
関
す

る
事
項
の
変
更
並
び
に
三
重
県
市

町
職
員
退
職
手
当
組
合
が
解
散
す

る
た
め
、
そ
の
事
務
を
継
承
す
る

に
あ
た
り
、
共
同
処
理
す
る
事
務

の
変
更
お
よ
び
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
を
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

◎ 

三
重
県
市
町
職
員
退
職
手
当
組

合
の
解
散
に
関
す
る
協
議
に
つ

い
て

　
三
重
県
市
町
職
員
退
職
手
当
組

合
を
解
散
す
る
こ
と
に
つ
い
て
協

議
す
る
こ
と
を
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎ 

三
重
県
市
町
職
員
退
職
手
当
組

合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て

　
三
重
県
市
町
職
員
退
職
手
当
組
合

の
解
散
に
伴
い
、
す
べ
て
の
財
産
を

三
重
県
市
町
総
合
事
務
組
合
に
帰
属

さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ

と
を
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎ 

三
重
県
市
町
公
平
委
員
会
を
共

同
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
減
少
に
関
す
る
協
議
に
つ

い
て

　
三
重
県
市
町
職
員
退
職
手
当
組

合
が
解
散
し
、
三
重
県
市
町
公
平

委
員
会
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
に
よ

り
共
同
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
が
減
少
す
る
こ
と
に
つ
い
て

協
議
す
る
こ
と
を
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

◎ 

三
重
県
市
町
公
平
委
員
会
共
同

設
置
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協

議
に
つ
い
て

　
三
重
県
自
治
会
館
組
合
の
名
称

平成24年　第１回度会町議会定例会



平成 24 年度会計別当初予算
区　　　分 本年度 前年度 比　較 伸び率（％）

一 般 会 計 3,326,878 3,546,859 △�219,981 △�6.2
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 872,100 821,700 50,400 6.1
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 817,620 504,548 313,072 62.0
住宅新築資金等借付事業特別会計 1,197 1,226 △�29 △�2.4
介 護 保 険 特 別 会 計 755,641 747,609 8,032 1.1
郡指導主事共同設置事業特別会計 22,201 22,201 0 0.0
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 149,230 149,800 △�570 △�0.4

合　　　計 5,944,867 5,793,943 150,924 2.6

①議　会　費 74,262（ 2.2％）
②総　務　費 446,227（ 13.4％）
③民　生　費 984,975（ 29.6％）
④衛　生　費 430,074（ 12.9％）
⑤農林水産業費 229,750（ 6.9％）
⑥商　工　費 41,754（ 1.3％）
⑦土　木　費 252,251（ 7.6％）

⑧消　防　費 215,415（ 6.5％）
⑨教　育　費 344,521（ 10.4％）
⑩災害復旧費 1（ 0.0％）
⑪公　債　費 291,533（ 8.8％）
⑫諸 支 出 金 6,115（ 0.2％）
⑬予　備　費 10,000（ 0.3％）

目的別歳出内訳（単位：千円）

⑤

⑬

④

②

③

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
⑪

⑫ ①

■依存財源  2,239,875千円（67.3％）

⑨地　方　譲　与　税 38,800 （1.2％）
⑩利 子 割 交 付 金 2,300 （0.1％）
⑪配 当 割 交 付 金 2,400 （0.1％）
⑫株式等譲渡所得割交付金 500 （0.0％）
⑬地方消費税交付金 61,000 （1.8％）
⑭自動車取得税交付金 12,000 （0.4％）
⑮地方特例交付金 10,825 （0.3％）

⑯地 方 交 付 税 1,443,786（ 43.4％）
⑰交通安全対策特別交付金 980（ 0.0％）
⑱国 庫 支 出 金 210,788（ 6.3％）
⑲県 支 出 金 172,196（ 5.2％）
⑳町　　　　　   債 284,300（ 8.5％）

歳入内訳（単位：千円）　
■自主財源  1,086,953千円（32.7％） 

①町　　　税 658,012（ 19.8％）
②分担金及び
　負　担　金 52,821（ 1.6％）
③使用料及び
　手　数　料 22,823（ 0.7％）
④財産収入 2,868（ 0.1％）
⑤寄　附　金 2（ 0.0％）
⑥繰　入　金 256,652（ 7.7％）
⑦繰　越　金 30,000（ 0.9％）
⑧諸　収　入 63,775（ 1.9％）

⑤

⑬⑭⑮

⑰

④

① ②
③

⑦
⑧

⑥

⑨
⑩
⑪
⑫

⑯

⑱
⑲

⑳

（単位：千円）
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変
更
お
よ
び
三
重
県
市
町
職
員
退

職
手
当
組
合
が
解
散
し
、
三
重
県

市
町
公
平
委
員
会
か
ら
脱
退
す
る

こ
と
に
伴
い
、
規
約
を
変
更
す
る

こ
と
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
を

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎ 

度
会
町
と
伊
勢
市
と
の
間
に
お

け
る
消
防
事
務
の
委
託
に
関
す

る
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議

に
つ
い
て

　
伊
勢
市
に
委
託
し
て
い
る
消
防

事
務
の
一
部
を
三
重
県
市
町
総
合

事
務
組
合
に
お
い
て
共
同
処
理
す

る
こ
と
に
伴
い
、
規
約
を
変
更
す

る
こ
と
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と

を
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎ 

わ
た
ら
い
老
人
福
祉
施
設
組
合

の
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更

及
び
わ
た
ら
い
老
人
福
祉
施
設

組
合
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協

議
に
つ
い
て

　
わ
た
ら
い
老
人
福
祉
施
設
組
合

わ
た
ら
い
緑
清
苑
に
お
い
て
、
指

定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施

設
を
開
設
す
る
に
あ
た
り
、
同
組

合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更

お
よ
び
組
合
規
約
を
変
更
す
る
こ

と
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
を
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

◎ 

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　
三
重
県
市
町
公
平
委
員
会
共
同

設
置
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議

に
係
る
専
決
処
分
に
つ
い
て
報
告

し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎ 

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
人
権
擁
護
委
員
に
清
水
幸
子
さ

ん
（
牧
戸
）
を
推
薦
す
る
こ
と
に

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
報
告

◎
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　
平
成
２３
年
度
発
電
用
施
設
周
辺

地
域
振
興
事
業
費
補
助
金
事
業
度

会
町
立
棚
橋
保
育
所
耐
震
改
築
工

事
に
係
る
専
決
処
分
事
項
指
定
さ

れ
た
割
合
の
範
囲
内
に
お
け
る
工

事
請
負
変
更
契
約
に
つ
い
て
報
告

し
ま
し
た
。

■
一
般
質
問

濱
岡
裕
之
議
員

○�

公
衆
ト
イ
レ
の
改
修
や
新
設
に

関
し
て

登
喜
三
雄
議
員

○�

度
会
町
の
産
業
振
興
と
集
落
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
継
承
に
つ
い
て

福
井
秀
治
議
員

○�

中
学
校
に
お
け
る
武
道
必
修
化

に
つ
い
て

○
臨
時
職
員
の
時
間
給
に
つ
い
て

○�

ゴ
ミ
袋
な
ど
へ
の
広
告
導
入
に

つ
い
て

岡
村
広
彦
議
員

○�

携
帯
電
話
不
通
エ
リ
ア
の
改
善

に
つ
い
て

○
福
祉
避
難
所
の
指
定
に
つ
い
て

○�

学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
に

つ
い
て

平成24年　第１回度会町議会定例会

一般会計歳出【目的別】 総額3,326,828千円 一般会計歳入【財源構成】 総額3,326,828千円 
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水道料金改定のお知らせ

●問合先　役場生活環境課　☎６２-２４１５

４月使用分から水道料金が変わります
　町の水道料金は、平成12年4月1日に改定して以来、比較的長期間据え置いてきました。
　水道事業は、水道利用者からいただく水道使用料金の収入で事業を賄う独立採算制で運営することが基
本とされています。また、簡易水道施設の整備統合を進め、平成29年度を目標に移行をめざす上水道事業で
は、真の独立経営が求められているため、経営を行うために必要な経費に対してそれに見合う収益が必要と
なります。
　このことから、今後も安心で安全な水道水の安定供給の維持と水道事業の健全な運営を図るため、4月1
日から水道料金を改定します。今回の改定は、従量料金（使用水量に応じて定めた1㎥当たりの料金）を対
象とし、基本料金は据え置きます。
　また、水道料金の改定は、水道利用者の急激な負担増とならないよう2段階で計画し、次期改定は平成29
年度を予定しています。
　今後とも、より一層のサービスの向上と経営の合理化に取り組みますので、皆さんのご理解とご協力をお
願いします。

改定前料金と改定後料金で算定した水道料金の比較（1カ月当たり、口径13・20・25㎜の場合）
区分（使用量） 3 月 31 日まで ( 改定前 )  4 月 1 日から ( 改定後 ) 差　額 ( 増加率 )
10㎥／月 1,780 円 1,890 円 110 円（6％増）

20㎥／月 2,520 円 2,730 円 210 円（8％増）

30㎥／月 3,250 円 3,570 円 320 円（10％増）

40㎥／月 4,410 円 4,830 円 420 円（10％増）

50㎥／月 5,560 円 6,090 円 530 円（10％増）
※消費税を含む
※増加率については、小数点第1位四捨五入

水道料金改定表

給水管の口径 基本料金
従量料金

3 月 31 日まで（改定前） 4 月 1 日から（改定後）

13ｍｍ

1,000 円
（全口径共通）
　　　　　　

・1～ 30㎥� 70 円 /㎥

・31㎥以上� 110 円 /㎥

（全口径共通）

・1～ 30㎥� 80 円 /㎥

・31㎥以上� 120 円 /㎥

20ｍｍ

25ｍｍ

30ｍｍ 2,650 円

40ｍｍ 5,340 円

50ｍｍ 9,180 円

75ｍｍ 24,900 円
※１カ月当たりの水道料金（10円未満切捨）＝（基本料金＋従量料金）×1.05
※従量料金は、使用水量×１㎥当たりの従量料金の合計額です。
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第１号被保険者の所得段階別保険料
度会町介護保険料段階表（平成24年度～平成26年度）

所得段階 対象となる方 保険料調整率 介護保険料年額
（月額）

第１段階 ・生活保護を受給されている方
・住民税非課税世帯で老齢福祉年金受給者の方�

基準額
×0.5

30,000円／年
（2,500円／月）

第２段階

本
人
が
住
民
税
非
課
税

世帯全員が
住民税
非課税の方

本人の課税年金収入額と合計所得金額の
合計額が80万円以下の方

基準額
×0.5

30,000円／年
（2,500円／月）

第３段階 本人の課税年金収入額と合計所得金額の
合計額が80万円を超えて120万円以下の方

基準額
×0.625

37,500円／年
（3,125円／月）

第4段階 本人の課税年金収入額と合計所得金額の
合計額が120万円を超える方

基準額
×0.75

45,000円／年
（3,750円／月）

第5段階
同じ世帯に
住民税
課税者が
いる方

本人の課税年金収入額と合計所得金額の
合計額が80万円以下の方

基準額
×0.875

52,500円／年
（4,375円／月）

第６段階 本人の課税年金収入額と合計所得金額の
合計額が80万円を超える方 基準額 60,000円／年

（5,000円／月）

第７段階
本
人
が
住
民
税
課
税

本人の合計所得金額が125万円未満の方� 基準額
×1.125

67,500円／年
（5,625円／月）

第８段階 本人の合計所得金額が125万円以上190万円未満の方 基準額
×1.25

75,000円／年
（6,250円／月）

第９段階 本人の合計所得金額が190万円以上300万円未満の方 基準額
×1.50

90,000円／年
（7,500円／月）

第10段階 本人の合計所得金額が300万円以上の方 基準額
×1.75

105,000円／年
（8,750円／月）

■
介
護
保
険
制
度
と
は

　
介
護
保
険
制
度
と
は
、
介
護
を

必
要
と
す
る
方
や
そ
の
家
族
が
抱

え
て
い
る
介
護
の
負
担
を
、
社
会

全
体
で
支
え
る
た
め
の
制
度
で

す
。
加
入
者
は
40
歳
以
上
の
方

で
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ
く
介
護
保
険
料
と
、

国
、
県
、
町
の
負
担
金
、
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
利
用
料
を
財
源
と
し

て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
40
歳
以
上

65
歳
未
満
の
方
を
第
２
号
被
保
険

者
、
65
歳
以
上
の
方
を
第
１
号
被

保
険
者
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
制
度
が
開
始
し
て
か
ら

12
年
が
経
過
し
、
介
護
施
設
な
ど

も
整
備
さ
れ
、
年
々
サ
ー
ビ
ス
が

充
実
し
、
利
用
者
も
増
加
し
て
い

ま
す
。

■
サ
ー
ビ
ス
費
用
見
込
額
を
推
計

　
町
で
は
、
第
5
期
度
会
町
介
護

保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
を
策
定
し
、
平
成
24
年
度

か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
3
カ
年

の
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
見
込
額
（
必

要
経
費
）
を
推
計
し
ま
し
た
。
こ

の
見
込
額
の
う
ち
第
1
号
被
保
険

者
の
方
に
21
％
、
第
2
号
被
保
険

者
の
方
に
29
％
を
介
護
保
険
料
と

し
て
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
残
り

の
50
％
を
公
費
で
ま
か
な
い
ま

す
。

■
介
護
保
険
料
を
改
定

　
第
1
号
被
保
険
者
の
方
が
負
担

す
べ
き
見
込
額
を
基
に
、「
基
準

額
（
下
表
中
第
6
段
階
の
介
護
保

険
料
額
）」を
算
出
し
、
平
成
24

年
度
か
ら
介
護
保
険
料
を
改
定
し

ま
す
。
な
お
、
介
護
保
険
料
は
、

本
人
お
よ
び
世
帯
員
の
課
税
状
況

や
所
得
に
よ
っ
て
調
整
率
を
乗
じ

て
算
定
し
、
以
前
の
6
段
階
7
区

分
か
ら
10
段
階
へ
細
分
化
し
て
い

ま
す
。

●
問
合
先

　
役
場
福
祉
保
健
課

　
☎
６
２

−

２
４
１
３

～
65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ
～

介
護
保
険
料
改
定
の
お
知
ら
せ

65歳以上の方の
保険料（21%）
65歳以上の方の
保険料（21%）

40～64歳の方の
保険料（29%）
40～64歳の方の
保険料（29%）

公費（50%）公費（50%）

介護保険の財源



　国民健康保険は、加入している皆さんが病気やケガをしたときに安心して医療が受けられるよう、お互いに
助け合う大切な制度です。
　この制度は、加入している皆さんから納めていただく国民健康保険税と国などからの補助金を財源に、加入
者の皆さんに医療機関にかかった医療費の一部を負担していただき、残りの医療費を国民健康保険で支払って
います。
　町の国民健康保険の財政状況は、少子高齢化の進行に伴う医療費の増加や医療の高度化による医療費の高騰、
介護納付金や後期高齢者支援金の増加などから、極めて厳しい状況が続いています。これまで不足額については、
国民健康保険給付費支払準備基金から取り崩し対処してきましたが、今後、健全な町の国民健康保険財政運営
を図るためには、医療費の抑制や保険税率の改正など、加入者の皆さんに一層のご協力をいただかなければな
らない現状にあります。
　社会経済状況の厳しい中での税率改正であり、大変な負担をお願いすることとなりますが、制度に対するご
理解をいただくとともに、日ごろからの健康の維持増進に心がけていただき、町の国民健康保険財政の健全化
にご協力いただきますようお願いします。

　町の国民健康保険の財政状況は次のとおりです。

国民健康保険の財政状況

１人当たりの国保医療費と国保税額の推移
（ 単位：円 ）

国民健康保険給付費支払準備基金保有額の推移
（ 単位：千円 ）

215,006 222,305 

246,754 242,340 
259,846 

278,002 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

■1人当たり国保医療費　　■1人当たり国保税額

18年度　 19年度　 20年度　 21年度　 22年度　 23年度

60,123 65,522 
76,571 76,792 82,558 82,310 

60,123 65,522 
76,571 76,792 82,558 82,310 

■基金保有額

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

18年度　19年度　20年度　21年度　22年度　23年度

76,942 77,030 

44,950 

27,630 26,950 

6,950 

76,942 77,030 

44,950 

27,630 26,950 

6,950 

（見込） （見込）

●問合先　役場税務住民課　☎ 62-2414

平成24年度
国民健康保険税の改正
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ご寄附ありがとうございました ご寄附ありがとうございました
　町指定ごみ袋の売上金の一部をご寄附いただき
ました。

　主力商品「アサヒスーパードライ」の売上金の
一部をご寄附いただきました。

　いただいた寄附金は、町のために大切に使わせて
いただきます。
　ありがとうございました。

　国民健康保険税は、所得割・資産割・均等割・平等割の４つの区分で算定し、賦課されます。
※介護給付分は、40 歳以上 64 歳以下の方が課税の対象となります。

●所得割
　所得に応じて賦課されます。課税年度の前年の総所得金額から基礎控除額33万円を除いた残りの所得金額に、
所得割率を乗じて算出した金額となります。
●資産割
　所有する固定資産により賦課されます。土地・家屋にかかる固定資産税額に資産割率を乗じて算出した金額
となります。固定資産税が賦課されていない方は、資産割は賦課されません。なお、資産を共有されている場合、
共有者それぞれに資産割が賦課されます。
●均等割
　加入者１人につき一定の均等割額が賦課されます。
●平等割
　加入世帯１世帯につき一定の平等割額が賦課されます。

　平成 24年度の国民健康保険税率などは次のとおりです。

保険税の算定方法

税率の改正点

課税区分 課税標準
医療給付分 介護給付分 後期高齢者支援金分

改正前 
（平成 23 年度まで）

改正後 
（平成 24 年度から）

改正前 
（平成 23 年度まで）

改正後 
（平成 24 年度から）

改正前 
（平成 23 年度まで）

改正後 
（平成 24 年度から）

所　得　割 所 得 に 応じて 4.5% 5.1% 1.1% 1.32% 1.3% 1.4%

資　産　割 固 定 資 産 税 額�
（償却資産を除く） 32.0% 32.0% 9.0% 9.0% 8.0% 8.0%

均　等　割 加入者 1人につき 23,400 円 24,600 円 8,100 円 9,000 円 6,400 円 7,200 円
平　等　割 加入世帯 1世帯につき 20,400 円 21,600 円 4,800 円 5,400 円 5,400 円 6,000 円

　将来の地域社会を担う子どもたちの健全な
育成や教育に役立ててもらいたいと、ご寄附を
いただきました。

　
　いただいた寄附金は、町の子どもたちのため
に大切に使わせていただきます。
　ありがとうございました。

田村 重幸さん・・・1,000，000円
　（茶屋広）

（株）オークワ様・・・59,748円
  （和歌山県和歌山市）

アサヒビール（株）
東海統括支社様
　　（愛知県名古屋市）

・・・210,000円
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　地域交流センター図書室は、誰でも
利用できます。

▼貸  出  日� 毎週土曜日午後1時～5時

▼開館時間� 午前 8時30分～午後5時

▼休  館  日� �日曜・祝日

▼問  合  先� 町地域交流センター
� ☎ 63-0070

「あなたが
　とってもかわいい」   
 みやにしたつや／作・絵
　お母さんは、いつでも、いつまでも自
分の子どもがかわいい。笑っている顔、
怒っている顔、泣いている顔すべてかわ
いい。
　お母さんにとっても、子どもにとって
も心優しくなれる絵本になっています。

お薦めの絵本 BOOK図書室だより

●
補
助
対
象
設
備

　

�

個
人
（
農
業
生
産
法
人
な
ど
を

含
む
）
ま
た
は
共
同
に
よ
り
、

平
成
24
年
1
月
1
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
に
新
規
購
入
し
た
電

気
柵
資
材

●
補
助
対
象
面
積

・
個
人
購
入　
3
ア
ー
ル
以
上

・
共
同
購
入　
20
ア
ー
ル
以
上

●
補
助
金
額

　
�

事
業
費
３
０
，
０
０
０
円
以
上

の
電
気
柵
資
材
購
入
費
の
30
％

以
内

※�
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
す
る
た

め
、
申
請
件
数
に
よ
り
補
助
率

が
変
動
し
ま
す
。

※�

個
人
購
入
の
場
合
は
3
万
円
、

共
同
購
入
の
場
合
は
6
万
円
が

　
補
助
金
の
上
限
額
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
期
間

　

�

平
成
24
年
4
月
2
日
（
月
）
～

平
成
25
年
1
月
7
日
（
月
）

※�

申
請
手
続
き
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

　
役
場
産
業
振
興
課

　

�

☎
６
２

−

２
４
１
６

　
町
で
は
、
捨
て
犬
や
捨
て
猫
を

防
止
し
、
適
正
に
飼
育
さ
れ
る
こ

と
を
目
的
に
、
雌
犬
お
よ
び
雌
猫

の
避
妊
手
術
の
費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
き
ま
し
た
が
、
４
月
１
日

か
ら
助
成
対
象
に
雄
犬
お
よ
び
雄

猫
の
去
勢
手
術
を
加
え
、
助
成
金

額
を
拡
充
し
ま
す
。

※�

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先

　
役
場
福
祉
保
健
課

　

�

☎
６
２

−

１
１
１
２

春の全国交通安全運動
４月６日（金）～ 15 日（日）

運動の重点
・自転車の安全利用の推進
・�全ての座席のシートベルトとチャイルド
シートの正しい着用の徹底
・飲酒運転の根絶

交通安全キャンペーンを実施
　町では、春の全国交通安全運動期間中に
交通安全啓発活動の一環として、交通安全
キャンペーンを実施します。
●実施日時
　4月14日（土）午前8時30分～
●実施場所
　�県道伊勢大宮線（長原保育所前バス停付
近および棚橋C・P・Sくりはら前）

●実施内容
　�交通安全ミルミルウェーブ（メッセージ
ボードを使って運転手などに交通安全を
啓発する活動）

●問合先　役場総務課　☎62-1111

農
家
の
皆
さ
ん
へ 

電
気
柵
資
材
の
購
入
を
補
助
し
ま
す

　
近
年
、
度
会
町
に
お
い
て
も
、
イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル
・
シ
カ
な
ど
の
野
生
動
物
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
深
刻
化
し
、

経
済
的
損
失
ば
か
り
で
な
く
、
生
産
者
の
精
神
面
へ
の
影
響
や
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
の一因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
獣
害
防
護
対
策
の
一
環
と
し
て
、
平
成
24
年
１
月
１
日
以
降
に
電
気
柵
資
材
を
購
入
し
た
費
用
の

一
部
を
次
の
と
お
り
補
助
し
ま
す
。

犬
お
よ
び
猫
の
不
妊
（
避
妊
・
去
勢
）

手
術
助
成
を
拡
充

●不妊手術助成内容および助成金額

種　類 変更前 変更後

犬
雄（去勢手術） 助成なし 2,500 円

雌（避妊手術） 2,000 円 3,000 円

猫
雄（去勢手術） 助成なし 1,500 円

雌（避妊手術） 1,500 円 2,500 円
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き
男お

の
子こ

や
地ぢ

虫む
し

出い
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中
井
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な
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の
青
竹
仕じ
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て
梅一い
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立
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子
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る
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に
浮
か
す
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の
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夕ゆ
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月つ
き
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橋
　
大
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靖
子

　

き
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ら
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に
石あ

お
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の
光
る
朝
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当
　
津
　
尾
嵜
　
　
勝

　

満み

ち
潮し

お

の
哮た

け

る
夜
な
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大
石
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大
野
木
　
串
田
　
冬
扇

　
散
歩
す
る
犬
も
耳
立
て
初は

つ
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聞
く

　
　
　
麻
加
江
　
辻
本
久
美
子

　

紅
梅
や
潮
の
満
ち
来
る
夫め

お
と
い
わ

婦
岩

　
　
　
　
棚
　
橋
　
松
本
　
貞
子

　

老ろ
う
さ
ん杉
に
鷺さ

ぎ

の
白し

ら
た
え妙
春
を
待
つ

田
　
間
　
村
山
　
和
美

平
成
二
十
四
年
三
月
十
五
日

茶
の
実
句
会
抄

平成24年度　職員の人事異動
●平成24年度　町職員の人事異動
3月31日付けで、次の方々が退職しました。� 【（　　）は前任】

4月1日付けで、次のとおり人事異動を行いました。� 【（　　）は前任】

退　　　　　　職
（棚橋保育所主任保育士）��大野　芳穂� （子育て支援センター子育て支援員）��中野　ふみ
（長原保育所主任保育士）��松井　千浪� （給食センター調理員）��味噌井直美

●平成24年度　町立小中学校教職員の人事異動

学校名 転　出 転　入
職　名 氏　名 着任校 職　名 氏　名 前任校

度　会
小学校

教　諭 中西　儀和 志島小　教頭 教　諭 津村　美幸 ��穂原小
教　諭 西谷　京子 下外城田小 教　諭 大辻　茂子 ��大紀小��
教　諭 徳田あかね 東大淀小 教　諭 佐藤　　紫 ��宿田曽小
教　諭 野上　篤子 外城田小 教　諭 出口　智規 ��四日市市立常磐小
教　諭 伊藤　京子 田丸小 養護教諭 廣出由喜子 ��下外城田小
教　諭 坂本さゆみ 退職　※3月31日付
養護教諭 中西　久代 五ヶ所小

度　会
中学校

教　頭 森本　明宏 南島中　校長 教　頭 中村　文和 ��大紀小
教　諭 阪口　文博 玉城中 教　諭 松田　直樹 ��玉城中
教　諭 後藤　芳久 退職　※3月31日付 教　諭 西村　直樹 ��大宮中
養護教諭 河俣磨智子 退職　※3月31日付 教　諭 小林　達哉 ��南勢中
主　幹 林　ゆみ子 七保小 教　諭 東　　吉也 ��安乗中

主　査 加藤めぐみ ��穂原小

4月1日付けで、次のとおり人事異動を行いました。

異 動 お よ び 昇 格
課長・課長補佐級

総務課防災担当課長（税務住民課長補佐） 中川美知彦
福祉保健課長 （教育委員会事務局長）坂本　　裕
生活環境課長 （会計管理者兼出納室長）長谷川晃一
建設課長 （度会広域連合事務局長）北村　晴紀
会計管理者兼出納室長（議会事務局長） 岡村　哲也
議会事務局長 （生活環境課長） 西村　　肇
教育委員会事務局長（福祉保健課長） 中西　　力
税務住民課長補佐兼

資産税係長　
（税務住民課資産税係長）岡谷　吉浩

産業振興課長補佐兼
振興係長　

（産業振興課振興係長）作野　和幸

主査・主事級
政策調整室主事 （新規採用） 加藤　朋子
税務住民課主事 （生活環境課主事） 安田　恭輔
生活環境課主査 （産業振興課主査） 久保　久典
生活環境課主事 （産業振興課主事） 辻本健太朗
産業振興課主査 （税務住民課主査） 藤田　一久
産業振興課主事 （新規採用） 藤本　萌映

派　 � �遣
度会広域連合事務局長（建設課長） 中西　　章

所長・次長級
長原保育所長 （子育て支援センター長）西田佳恵子

主任保育士
長原保育所主任保育士（棚橋保育所保育士） 山本須美子

子育て支援員
子育て支援センター長（長原保育所長） 木本　恵子

調 �理 �員
長原保育所調理員 （給食センター調理員）西岡　康子
給食センター調理員（長原保育所調理員） 中西　英代

転入・転出
度会郡指導主事 （有田小学校教諭） 田中　基之
南伊勢町教育委員会（度会郡指導主事） 加藤　真也
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南伊勢高校 度会校舎通信 Vol.
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図書館開放予定日
　度会校舎図書館は、次の日
程で地域の皆さんに開放して
います。
○ 午前 9 時～午後 5 時開放
× 地域開放日ではありません
・�開放日は会議などで変更す
ることがありますので、ご了
承ください。
・�Booklog で新着本情報をお
知らせしています。
　�http://booklog.jp/users/　watarailib

日 月 火 水 木 金 土
1
×
2
×
3
○
4
○
5
○
6
×
7
×

8
×
9
×
10
○
11
×
12
○
13
○
14
×

15
×
16
○
17
○
18
○
19
○
20
○
21
×

22
×
23
○
24
○
25
×
26
○
27
○
28
×

29
×
30
×

4 月カレンダー

�お茶班�　お茶にはさまざまな成分が含まれていて、
自分の知っている以上にさまざまな効能があることを詳
しく知ることができました。お茶を飲むといろいろな予
防になり、体に良いものだと分かりました。また、茶
の葉を使った料理やお菓子がたくさん考え出されてい
ることも驚きでした。日本人とお茶との深いつながりを
知ることができました。

�宮川班�　宮川は、昔から多くの災害をもたらして人々
の命を奪いましたが、その一方で多くの恵みを流域の
人々に与えたということを知り、いろいろ考えさせら
れました。生き物の多さも、あ
らためて知りました。宮川プロ
ジェクトという活動が地域ぐる
みで行われていることを知り、
日本一の清流を守ろうとする運
動が大きく広がっていることが
分かりました。

�交通安全班�　自転車による交通事故が激増したために、取
締りの罰則も細かく決められていることが分かりました。自転
車事故の原因の８割は、若者の乗る自転車だということを知っ
て、気をつけたいと思いました。三重県は松阪地域に事故が
多く、その理由は、交通網の集中する場所だからということ
を知りました。標識を意識することはあまりなかったけれど、
これも交通安全に必要な知識だと知りました。

　３月１日、暖かい日和に恵まれ、南伊勢高校度会校舎第６回卒業証書授与式が
行われました。度会町長をはじめとして、県会議員など大勢の来賓や保護者の
方々に送られ、４７人の卒業生が巣立ちました。今年も式前には、保護者の皆さ
んに３年間の思い出のスライドを見ていただきました。
　卒業生は入場曲と拍手に迎えられ、堂々と入場しました。各担任の先生から
卒業生一人一人が呼名を受けた後、校長から代表生徒に卒業証書が手渡され
ました。校長からは式辞が、来賓からは祝辞が、そして在校生からは思い出と感
謝の気持ちを込めた送辞が送られました。これに対し、卒業生代表が３年間の思い出や、保護者をはじめ、お世話になっ
た方々への感謝の気持ち、将来への決意などを答辞に託しました。その後、本年度の式歌｢旅立ちの日に」を全員で斉唱

し、卒業生は祝福の温かい拍手の中、それぞれの思いを胸に退場しました。
　高校生活最後のホームルームを終えた卒業生たちは、次々と職員室を訪れ、教職員と在
学中の思い出話や、別れのあいさつを交わし合っていました。また、校内のあちらこちら
で、記念撮影や制服のボタンを受け渡しする場面、自分の思い出ノートに一言をもらいに
回るようすなど、卒業の日らしい光景に満ちた一日でした。
　送り出す私たち教職員としても、巣立つ若者たちを待ち受ける厳しい社会状況を思う
と、彼らの中に、たくましく自らの未来を切り開く力が育っていることを願ってやみません。

　１学年は、総合的な学習の時間
の学年テーマとして『地域に学ぶ』

と設定し、さらに小テーマとして「お茶・交通安全・宮川」の３つに絞って、１年間さ
まざまな学習などを行ってきました。地元の方にお世話になって、小学校と合同で
行った茶摘み体験、南部自動車学校での交通安全教室、宮リバー度会パーク下の
河川敷で行った水質・生物調査などを踏まえ、学習を重ねる機会を持ちました。そ
の成果を発表する「総合学習発表会」が２月２０日に視聴覚教室で行われ、資料をま
とめた冊子やスライドを使って、班ごとに趣向を凝らした発表が展開されました。

　 第 ６ 回 卒 業 証 書 授 与 式

　 １ 学 年 総 合 学 習 発 表 会
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度会町消防団　消防庁長官表彰を受賞

南伊勢町と災害時相互応援協定を締結

 　 自衛隊入隊予定者を激励
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　度会町と南伊勢町が災害時相互応援協定を締結し、去る
3月26日、南伊勢町役場南勢庁舎で調印式が行われました。
　調印式には度会町から中村町長と総務課長が、南伊勢町
からは小山町長と西本副町長、総務課長が列席し、災害時
における食料・生活必需品・緊急避難場所の優先的提供や
災害応急対策への職員・消防団員の派遣など、相互に協力・
支援することに合意しました。
　中村町長は「防災担当間での連携や交流を図ることで町
の防災力を高めるなど、中身のある協定にしたい。この協
定が広域防災を実現させる足掛かりになれば」と小山町長
と固い握手を交しました。

　度会町消防団が、災害の防除と消防力の強化に努めその成
績が特に優秀で、他の模範となると認められ、消防庁長官表彰
を受賞しました。
　去る３月８日、小野榮

ひで お
士団長（栗原）が、ニッショーホール（東京

都）で開催された表彰式に出席し、消防庁長官から表彰旗と表
彰状が授与されました。また、３月１１日に三重県総合文化セン
ターで開催された三重県消防大会においては、表彰旗が披露さ
れました。
　小野さんは「身に余る光栄です。団員が一丸となって活動して
きたことが評価されてうれしい。消防団の役割は増え、責任はま
すます重くなっている。役場や消防署と連携を密にし、自主防災
会とも一体となって役目を果たしたい」と語ってくれました。

　今春、当町から海上自衛隊舞鶴教育隊へ入隊予定
の作野綺

きひ と
士さん（柳）の激励会が、去る３月９日、役

場町長室で行われ、作野さんのほか、自衛隊三重地
方協力本部の半

なかま
課長や度会町自衛隊協力会会長の橋

爪富和さん（大野木）など関係者９人が同席しました。
　町長は「東日本大震災や紀伊半島大水害への災害
派遣など自衛隊の役割は増している。故郷を離れる
が、日本の平和、防衛のために頑張って」と激励し、
半課長からも激励の言葉が贈られました。
　激励を受けた作野さんは「国の平和や地域の安全
を守るために頑張ります」と力強く抱負を述べ、橋
爪会長からは激励の品が手渡されました。
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中学ソフト三重県代表　度会中から５人が選抜 

小川郷Ａチームが団体戦優勝　町民剣道大会
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　去る３月４日、度会中学校体育館で第３７
回町民剣道大会が開催され、声援に包まれ
た会場内では、熱い戦いが繰り広げられまし
た。
　教室毎にチーム編成し行われた小学生団
体戦では、小川郷Ａチームが優勝を果たしま
した。大会結果は次のとおりです。

　３月２５日から２７日までの３日間にわたり、熊本
県で開催される第８回都道府県対抗全日本中学
生ソフトボール大会の三重県代表として、度会中
ソフト部から５人が選抜され、去る３月７日、役場
町長室で激励会が行われました。
　選抜チームで監督を務める皿屋好則監督から
｢服部洋代選手（２年）は、強肩強打の捕手で選
抜チームでは主将を務めている。中村瑠伽選手（２
年）は、選抜チーム唯一の左投手で活躍が期待
できる。小柄で俊敏な南杏香選手（２年）は、バッ
ティングセンスが良くヒットを量産している。ボー
ルに対する判断力に長けている秋豆朱音選手（１
年）は、守備力がすばらしくヒット性の打球も捕る。
１番打者の亀田栞里選手（１年）は、出塁率が高くソフトセンスは抜群｣ と選手紹介がされると、町長か
らは「１・２年生のチームでまだまだ未完成。１試合ずつ成長していく。体調を崩さないよう自己管理をし、
監督の指示をしっかり受けて、勝利の女神を呼び寄せて」と激励の言葉がかけられました。
　キャプテンの服部選手は「１試合でも多く勝てるように自分の力を発揮して頑張りたい」と全国大会へ
の意気込みを語ってくれました。

小学生（団体戦）
優　勝　小川郷Ａチーム
準優勝　内城田Ｂチーム
３　位　中川Ｂチーム
３　位　内城田Ａチーム

小学生低学年の部（個人戦）
優　勝　中村吏久斗（小川郷）
準優勝　牧　　瞳真（内城田）
３　位　福岡　靖人（一之瀬）
３　位　井上あかね（小川郷）

小学生高学年の部（個人戦）
優　勝　井上　　秀（小川郷）
準優勝　久保田祐胡（小川郷）
３　位　阪井　天音（内城田）
３　位　喜多　蒼太（中　川）

中学生男子の部（個人戦）
優　勝　井上　　豊
準優勝　中野　翔太
３　位　竹内　克輝
３　位　中村　唯人

中学生女子の部（個人戦）
優　勝　中井亜幸佳
準優勝　牧　　光里

大会結果
（敬称略

）
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度会小６年生　卒業奉仕作業

度会小４年生　アマゴを放流

 　 熱戦！町議会杯ゲートボール大会
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　去る 3 月 19 日、度会小学校 4 年生の児童 77 人
が、宮リバー度会パーク下河原の宮川へアマゴの稚
魚や成魚合わせて約 1,400 匹を放流しました。
　生き物への愛情や自然環境に関心を持ってもら
おうと町商工会が企画し、児童らは「あめごの里」
から昨年 11 月に卵を譲り受け、学校近くの山の湧
き水で育て、今年 1 月からは 1 日 2 回当番制でエ
サやりをしました。
　児童らは、自分たちで育ててきた体長 2、3cm
ほどの稚魚約 1,000 匹と、あめごの里から提供された体長 20cm 程度の成魚約 400 匹をバケツに
分けて宮川に放しました。井倉遥さんは「放流するときにいっぱい動いてかわいかった。大きな魚
に食べられないように大きく育ってほしい」と話してくれました。

　卒業を間近に控えた度会小学校 6 年生の児童らが、去る3 月 12
日の 5・6 時間目に、卒業奉仕作業を行いました。
　この奉仕作業は、お世話になった先生方や在校生の皆さんへの感謝
と卒業に向けての心構え作りの一つとして行われ、児童らは、校舎や
体育館、屋外トイレ、側溝等の掃除、遊具のペンキ塗りなどをしました。
　タイヤ遊具のペンキ塗りをした古橋真さんと丸屋廉さんは「ペンキ
塗りは難しいけど楽しい。先生、在校生の皆さん、6 年間ありがとう
ございました」と感謝の気持ちを話してくれました。
　また、3 月16日には卒業式が行われ、恩師や在校生の皆さんに見
送られながら、103人の児童が6年間の思い出を胸に卒業されました。

　去る3月19日、役場庁舎近くのゲートボール場で、度会町議会
杯ゲートボール大会が開催されました。
　前日の雨でコートはぬかるみ、ボールは思うように転がりませんで
したが、参加された4チームの皆さんは、互いにアドバイスをしながら、
ボールの音を響かせ、熱戦を繰り広げました。

大会結果
優　勝　棚橋チーム�
準優勝　柳チーム

３　位　大野木チーム�
４　位　平生チーム
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  『
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
』
を
開
催

●
開
催
日
時

　

４
月
26
日
（
木
）

　

午
後
１
時
～
３
時

●
開
催
場
所

　

県
伊
勢
庁
舎
相
談
室
１

●
内
容

　

�

専
門
医
・
保
健
師
に
よ
る
個
人

面
接
相
談
（
要
予
約
）

※�

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。

●
予
約
・
問
合
先

　

伊
勢
保
健
福
祉
事
務
所

　

地
域
保
健
課

　

☎
２
７

−

５
１
４
８

子
育
て
支
援
教
室
『
お
や
つ
を
作

ろ
う
』
を
開
催

●
開
催
日
時

　

４
月
20
日
（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
開
催
場
所

　

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●
内
容

　
簡
単
な
カ
ス
テ
ラ
ケ
ー
キ
作
り

●
対
象

　

�

保
育
所
に
行
っ
て
い
な
い
１
歳

以
上
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

●
定
員

　

親
子
20
組
（
先
着
順
）

●
参
加
費

　

１
０
０
円

●
申
込
期
間

　

４
月
９
日
（
月
）
～
17
日
（
火
）

●
申
込
・
問
合
先

　

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
６
３

−

０
０
７
０

お
母
さ
ん
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

『
牛
乳
パ
ッ
ク
の
椅い

子す

作
り
』
を

開
催

●
開
催
日
時

　

５
月
18
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
受
付
時
間

　

午
前
９
時
45
分
～

●
開
催
場
所

　

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●
内
容

　

�

牛
乳
パ
ッ
ク
利
用
の
車
型
椅
子

作
り

●
対
象

　

子
育
て
中
の
方

●
定
員

　

15
人
（
先
着
順
）

●
託
児

　

あ
り

●
参
加
費

　

１
０
０
円

●
申
込
期
間

　
４
月
23
日（
月
）～
５
月
11
日（
金
）

●
申
込
・
問
合
先

　

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
６
３

−

０
０
７
０

「
よ
い
歯
で
い
き
い
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

参
加
者
募
集

　
（
社
）
伊
勢
地
区
歯
科
医
師
会

で
は
、
６
月
10
日
（
日
）
に
開
催

さ
れ
る
歯
の
衛
生
週
間
事
業
の
一

環
と
し
て
「
よ
い
歯
で
い
き
い
き

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
す
。

●
参
加
資
格

　

�

伊
勢
市
・
度
会
郡
在
住
の
80
歳

以
上
の
方
で
、
20
本
以
上
の
歯

を
有
す
る
方

※
治
療
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
参
加
期
間

　

�

４
月
13
日
（
金
）
～
５
月
９
日

（
水
）

●
参
加
方
法

　

�

当
会
会
員
の
歯
科
医
院
で
無
料

の
審
査
が
必
要

※�

参
加
資
格
の
確
認
、
書
類
審
査

な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

　

�（
社
）
伊
勢
地
区
歯
科
医
師
会

事
務
所
内
「
歯
の
衛
生
週
間
」

実
行
委
員
会

　

☎
２
４

−

１
９
０
４

度
会
郡
オ
ー
プ
ン
講
座（
玉
城
教
室
）

参
加
者
を
募
集

　

度
会
郡
４
町
で
は
、
郡
内
の
生

涯
学
習
の
振
興
を
目
的
に
「
度
会

郡
オ
ー
プ
ン
講
座
」
を
開
講
し
ま

す
。
初
心
者
向
け
の
講
座
で
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
開
講
講
座

　

①
古
文
書
解
読
講
座

　

②
弓
道
教
室

　

③
フ
ラ
ダ
ン
ス
講
座

　

④
ギ
タ
ー
教
室

　

⑤
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

●
開
講
期
間

　

５
月
～
翌
年
３
月

※
弓
道
教
室
は
５
～
10
月

●
申
込
期
限

　

４
月
13
日
（
金
）

※�

開
講
日
時
な
ど
詳
し
く
は
、
町

教
育
委
員
会
お
よ
び
町
中
央
公

民
館
窓
口
に
設
置
の
募
集
案
内

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先

　

�

度
会
郡
公
民
館
連
絡
協
議
会

（
玉
城
町
中
央
公
民
館
内
）

　

☎
５
８

−

６
３
３
１

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま

し
ょ
う

　
（
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
の

『
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
』
は
、
ス

ポ
ー
ツ
だ
け
で
は
な
く
、
文
化
活

動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域

活
動
中
の
事
故
に
よ
る
傷
害
や
第

三
者
に
与
え
た
損
害
を
補
償
し
、

み
ん
な
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る

こ
と
を
目
的
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

万
一
の
事
故
に
備
え
て
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

●
加
入
対
象

　

�

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
を
行
う
５
人
以
上

の
団
体
や
グ
ル
ー
プ

●
保
険
期
間

　

�

毎
年
４
月
１
日
（
加
入
日
の
翌

日
）
～
翌
年
３
月
31
日

※�

申
込
書
は
町
教
育
委
員
会
事
務

局
に
あ
り
ま
す
。

●
問
合
先

　
（
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

　

三
重
県
支
部

　

�

☎
０
５
９

−

３
７
２

−

８
１
０
０
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「
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り
」
講
習
会
参

加
者
募
集

　

Ｅ
Ｍ
菌
を
使
っ
た
堆
肥
材
「
Ｅ

Ｍ
ぼ
か
し
」
と
生
ご
み
を
利
用
し

て
、
環
境
に
配
慮
し
た
肥
料
作
り

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
開
催
日
時

　

４
月
28
日
（
土
）

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

●
開
催
場
所

　

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

●
持
ち
物

　

�

蓋ふ
た

付
き
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
箱

（
縦
、
横
、
高
さ
の
合
計
が
70

ｃ
ｍ
以
内
）、
エ
プ
ロ
ン

●
定
員

　

30
組

●
申
込
・
問
合
先

　

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　

☎
３
８

−

２
８
０
０

着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室
参
加
者
募
集

●
開
催
日
時

　

�

６
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
２

コ
ー
ス
開
催

　

①
コ
ー
ス　

第
１
・
３
水
曜
日

　

②
コ
ー
ス　

第
１
・
３
木
曜
日

　

共
に
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
開
催
場
所

　

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

●
持
参
す
る
も
の

　
裁
縫
道
具
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ミ
シ
ン

●
定
員

　

各
コ
ー
ス
10
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
参
加
費

　

１
，
０
０
０
円

●
申
込
方
法

　
�

往
復
は
が
き
に
希
望
す
る
コ
ー

ス
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
し
郵
送

●
申
込
期
限

　

５
月
７
日
（
月
）

※
当
日
消
印
有
効

●
抽
選
日
時

　

�

５
月
10
日
（
木
）
午
後
１
時
か

ら
公
開
抽
選

※
初
め
て
参
加
す
る
方
の
み

●
申
込
・
問
合
先

　

〒
５
１
５

−
０
５
０
５

　

伊
勢
市
西
豊
浜
町
６
５
３

　

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　

☎
３
８

−

２
８
０
０

平
成
24
年
度
前
期　

危
険
物
取
扱
者

試
験
を
開
催

乙
種
第
４
類
・
丙
種
試
験

●
試
験
日

　

６
月
10
日
（
日
）

●
試
験
会
場

　

伊
勢
市
観
光
文
化
会
館

●
申
込
期
間

　

４
月
12
日
（
木
）
～
23
日
（
月
）

※�

電
子
申
請
の
場
合
は
、
４
月
９

日（
月
）午
前
９
時
～
20
日（
金
）

午
後
５
時

●
願
書
提
出
先

　

�（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

三
重
県
支
部

※�

願
書
は
伊
勢
市
消
防
本
部
、
各

分
署
・
出
張
所
で
取
得
で
き
ま

す
。
記
入
・
提
出
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
そ
の
他

　

�

会
場
へ
は
、
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

予
備
講
習
会

●
開
催
日
時

　

５
月
15
日
（
火
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
開
催
場
所

　

伊
勢
市
観
光
文
化
会
館

●
講
習
科
目

　

乙
種
第
４
類

●
定
員

　

１
０
０
人

●
受
講
料

　

４
，
０
０
０
円

※
希
望
者
の
み
教
材
費
が
別
途
必
要

●
申
込
期
間

　
４
月
９
日（
月
）～
５
月
７
日（
月
）

●
申
込
先

　
（
社
）
三
重
県
危
険
物
安
全
協
会

※�

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

　

�

会
場
へ
は
、
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
試
験
・
予
備
講
習
会
問
合
先

　

伊
勢
市
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
２
５

−

１
２
６
３



お知らせ　Watarai Information

広報わたらい（2012 年 4月号） 22

保健情報
問合先　町保健センター
　　　　☎ 62-1112

まで

子育て
支援情報
子育て
支援情報
問合先  町地域交流セ

ンター    ☎63-0070

　　　  または役場福
祉保健課 ☎62-1112

障害者相談支援センター４月の町税バザールわたらい産直市

※�口座振替日は、４月27日（金）
です。預貯金残高の確認をお
願いします。

地元産の新鮮な野菜やお茶、
手作りお菓子、漬け物など
を販売しています。多数の
ご来店をお待ちしています。
●開催日時　
　毎週日曜日�午前9時～11時
●開催場所
　宮リバー度会パーク
　バザールわたらい
※�４月８日（日）は、宮リバー度会パー
ク春まつり会場内で出店します。

●問合先
　役場産業振興課�☎ 62-2416

固定資産税  第 1 期

子育て支援センターではメールでの相談も受け付けています
メールアドレス　watako@amigo2.ne.jp

遊・友・YOU くらぶ

わたっこ広場開放 地区巡回広場わたぼうし

５月23日（水）ひよこグループ
５月24日（木）うさぎグループ
時間：�午前 10時 30分～�

�正午ごろ
場所：町子育て支援センター
　　　※初回のみ要申込み

月曜日～金曜日
時間：午前 9時 30分～
　　　午後 3時 30分
場所：町子育て支援センター
対象：�保育所に行っていない
　　　お子さん
※�多目的ホールが事業で使用
できないときは、創作活動
室をご利用ください。

５月 10 日（木）
町地域福祉センター 一之瀬支所

５月 17 日（木）
　麻加江生活改善センター
時間：午前 10時～
　　　11時 30分ごろ
内容：保育士による手遊び、
　　　自由遊びなど
対象：�保育所に行っていない
　　　お子さん

３歳６カ月児健診

乳児健診 育児相談
（保健相談および栄養相談）

５月 16 日（水）
受付：午後０時３０分～
　　　　　０時４５分
場所：町保健センター
対象：�平成20年9月・10月
　　　生まれのお子さん

５月 16 日（水）
受付：午後１時００分～
　　��１時２０分
場所：町保健センター
対象：
・２カ月児健診
　平成 24 年3月生まれ
　のお子さん
・７カ月児健診
　�平成 23年10月生まれ
のお子さん

５月 11日（金）
受付：午前１０時～１１時
場所：町地域交流センター
対象：�０歳から６歳までの
　　　お子さん

『ブレス』巡回相談
●開催日時　
　4月 6日（金）・20日（金）
　午前 10時～午後 4時
●開催場所
　役場 1階第 1会議室
●申込・問合先
　役場福祉保健課
　☎ 62-2413　または
　伊勢・度会地区障害者相談
　支援センター『ブレス』
　☎ 20-6525
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暮らしガイド

おめでた

おくやみ

　暖かくなり、行楽に出かけたときや、来客のときにもてなす料理を紹介し
ます。簡単にできる手作りヘルシー料理です。

① ニンジン（150g）を斜め切り
し、ブロッコリーを小房に分
ける。蒸気の上がった蒸し器
に、ニンジン、ブロッコリーの
順に入れて蒸す。

② バター以外の材料Aを深めの耐熱容器に入れ、ラップをかけずに電
子レンジで約3分間加熱し、熱いうちにバターを加えてよく混ぜる。

③ �干しシイタケは水で戻して石づきを取る。シイタケ、ベーコン、玉
ネギ、ニンジン（40g）をみじん切りにし、豆腐を水切りする。

④�ボウルに合挽き肉、③、卵、パン粉、しょうゆ、塩、こしょう、ナツメグ、
②のソースを大さじ1加えて、粘り気が出るまでよく混ぜる。

⑤パウンド型にクッキングシートを敷き、④を入れて表面をならす。
⑥200℃に熱したオーブンの下段で約30分間焼く。
⑦焼き上がったら、パウンド型を傾けて小鍋に肉汁を取り出す。
⑧⑦に残りの②のソースを加え、弱火にかけてひと煮立ちさせる。
⑨型から外し切り分け、温野菜と共に盛り付けて⑧のソースをかける。

豆腐入りミートローフ・温野菜添え

材料（６人分） 作り方

シリーズ
今夜の夕食
シリーズ
今夜の夕食

度会町食生活改善推進協議会

■度会町役場
　開庁時間�am8：30～ pm5：15��
　※昼の休憩時間は 2班交代制での執務
　※各課直通電話をご利用ください。

　●総務課�……………（代）62-1111
　・行政係
　・財政係
　●政策調整室�……………62-2423
　●税務住民課
　・戸籍住民係……………62-2411
　・年金保険係……………62-2412
　・住民税係………………62-2414
　・資産税係………………62-2414
　●福祉保健課
　・福祉係…………………62-2413
　・支援係
　　（地域包括支援センター）�……62-1118
　・保健係（保健センター）�……62-1112
　●生活環境課�……………62-2415

　●建設課�…………………62-2420
　●産業振興課
　・農林係…………………62-2416
　・振興係…………………62-2416
　●出納室�…………………62-2410
　●議会事務局�……………62-1113
　●教育委員会事務局
　・学校教育係……………62-2422
　・社会教育係……………62-2422
　●夜間・休日宿日直室� …62-1114
■保育所
　●棚橋保育所�……………62-0074
　●長原保育所�……………64-0022
　●中之郷保育所�…………62-0070
■地域交流センター………63-0070
■社会福祉協議会…………62-1117
■わたらい緑清苑…………62-2200
■美化センター……………62-0249
■中央公民館………………62-1588
■度会小学校………………62-0004
■度会中学校………………62-0194
■バザールわたらい………63-0333

合挽き肉 ……………… 260g
木綿豆腐 …………… 100g
ベーコン ……………… 2 枚
玉ネギ ………………… 80g
干しシイタケ ………… 2 枚
ニンジン ……………… 190g
ブロッコリー ………… 250g
卵……………………… 1 個
パン粉 ……………… 大さじ 2
しょうゆ ……………… 小さじ 2
塩……………………… 小さじ 4 分の 1
こしょう ……………… 少々
ナツメグ ……………… 少々
トマトケチャップ …… 大さじ 6
赤ワイン ……………… 大さじ4と2分の1
とんかつソース ……… 大さじ 3
コンソメ ……………… 3 分の 1 個
粗挽きこしょう ……… 少々
ローリエ ……………… 1 枚
おろし玉ネギ ………… 大さじ 3
バター ………………… 10g

２月中に届出のあった方（敬称略）
  子の名前 保護者名 字　名

吉富	天
あい ね
音	 務	 注連指

河㟢	愛
あ こ
心	 雄紀	 棚　橋

鈴木	駿
しゅんた
汰	 健太郎	 棚　橋

田端	澪
れい ま
将	 孝将	 葛　原

杉本	哩
まい る
琉	 裕康	 川　口

掛橋	愛
え も あ
萠亜	 真二	 川　口

森岡	論
りん
	 耕	 南中村

２月中に届出のあった方（敬称略）
 名　前 年 齢 字　名
葊	知次	　　		　84	 注連指
上山	晏子	　　		82	 注連指
山口	一	 		102	 麻加江
世古	武治	　　		82	 麻加江
鳥羽	平悟	　　		82	 平　生
井戸本	武雄	　　85	 牧　戸
中村	幸次	　　		77	 棚　橋
若宮	捨夫	　　		84	 大野木
西村	ヤスヱ	　　94	 大野木
福井	環	　　　　86	 大野木
中山	とめ	　　		91	 葛　原
中西	ツ子	　　		81	 下久具
浦井	勝美	　　		83	 五ヶ町
御村	育郎	　　		73	 南中村
小谷	とりの	　　90	 川　上
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新園舎へお引っ越し
棚橋保育所園児ら大はしゃぎ!!
　棚橋保育所の耐震改築が完成し、去る
3月19日、年長2組、年少3組の園児らは
改築工事のため約1年間過ごした仮設園舎

から新園舎へ引っ越しました。
　天井が逆アーチ状に反り上がり、その先の明かり窓か
ら優しい光が照らす保育室や事故防止のため設計された
扉なしのトイレ、タイルでかわいい動物が描かれた足洗
場、真新しい手洗場などに園児らは大はしゃぎ。長く延
びた温かみのある廊下や保育室を走り回っていました。
　園児らのようすを温かい目で眺めていた園長は「私た
ち保育士の要望も取り入れてもらい、安全で安心な保育
ができる園舎になりました。子どもたちが伸び伸びと健
やかに成長することを願います」と話してくれました。

今月の
表紙

a Person of Shining Watarai

第118人目

発行／度会町役場
編集／�総務課�

三重県度会郡度会町棚橋 1215-1�
TEL�0596-62-1111��FAX�0596-62-1647�
E-mail：somu@town.watarai.lg.jp

二十歳になってからも、大人になった気がしません
でしたが、成人式を迎えて、やっと実感が湧いてき
ました。言動に責任を持ち、社会に貢献できる大
人になりたいです。

成人式を迎えて

　平成23年1月から12月まで
の間に発行された広報紙など

を審査する三重県広報コンクール
が開催され、『広報わたらい』11月号が広
報紙部門（町部）で入選（2位）しました。
　11月号は、表紙に度会小学校の運動
会、特集記事として長原長命寺と福祉ふれあいまつりを掲
載。輝け！わたらい人ではフランスで生活する世古さんを
紹介し、コンクールでは「ふるさとを愛する気持ちが全体
に漂っている」「町民の顔が多彩で、地元密着型の顔の見
える紙面である」などと講評をいただきました。

　広報を担当して1年目の私にとりまして、今
回の受賞はとても励みになります。また、取材
にご協力をいただきました町民の皆さんや原
稿のチェックなどをしてくれた総務課メンバー
にはこの場をお借りしお礼申し上げます。
　今年度も行政情報と町の明るい話題をお

届けしますので、『広報わたらい』をよろしくお願いします。

編 集 後 記

町のうごき
平成24年2月29日現在
(　) 内は前月比

■�人�口
  男……… 4,320 人 ( ＋ 3) 
 女……… 4,583 人 ( －  3)
   計……… 8,903 人 (±  0)
  世帯数…2,837 世帯 ( ＋ 2)

   出生…………  7 人
  死亡…………16 人
転入…………21 人
 転出…………12 人

度会町

長
は せ が わ

谷川 千
ち ひ ろ

尋さん（南中村）20歳
　鈴鹿国際大学国際学科２年生の長谷川千尋さん。
　今年、成人式を迎えられた長谷川さんは、大学
ソフト日本一という目標に向かって、日々練習に
励まれています。

自然豊かで、人と人とのふれあいを大切にしてい
る町だと思います。この豊かな自然やふれあいを
ずっと守ってほしいです。

度会町について

大学では、ソフトボール部に所属しています。昨年
の大学選手権では準優勝だったので、今年は優勝
をめざしています。将来は、公務員か日本語教師
になりたいです。

学校・将来について

両親や先生方の教えや支えがあってこそ今の自分
があると思います。この恩をこれから少しずつでも
返していきたいです。

感謝の気持ち
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  2� ●�長原長命寺��今、200年の
時を越えて

  4� ●福祉ふれあいまつり

  6� ●成年後見制度を利用しま
しょう

  7� ●歴史散策ぶらり旅�参加者
募集
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広報わたらいはホームページでも

ご覧いただけます。
http://www.town.watarai.mie.jp
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  � ●第４回度会町議会臨時会�

 � ● BOOK�図書室だより�

 8� ● Close�Up�わたらい

10� ●南伊勢高校�度会校舎通信

11� ●お知らせ

15� ●広報文芸


